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編集後記

大阪大学言語文化研究科が誕生して丸 7年、「言語文化学」も本号が第 5号と

なる。そもそも「言語文化学」という学問が成立するのか、疑問を投げかける向

きもあるが、本研究科も人間の一生にたとえればようやく小学生になったばかり

であり、もっと長い目で見る必要があるだろう。一般に、言語学の研究者はます

ます精緻な理論を展開する一方で、言語以外の領域に対する関心が弱くなる傾向

があり、逆に文化学を研究する者は関心が多方面に広がるあまり、説得的な議論

を忘れがちである。少年期、青年期を迎える「言語文化学」から広大な視野と確

固たる方法論を合わせ持った論文が競出することを期待している。

第 5号は、第 3号までと同じく、 j駆TEXを用いて言語文化研究科で完全版下

を作成した。今回も助手の方々、とりわけ本年 3月まで言語情報科学講座の助手

であった岡本裕介氏にはほとんどの作業を引き受けていただいた。岡本氏のひた

むきな努力に我々は何ら報いることができなかったが、この場を借りて深謝の意

を表したい。また、論文の審査など編集に協力いただいた方々にも、改めて感謝

する次第である。
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